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ヒグマは農作物の恩恵を受けているのか？ヒグマの農作物利用と栄養状態に関する研究
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研究成果の概要（和文）：本研究は、ヒグマの栄養状態が農作物利用の有無によってどのように異なるのかを明
らかにすることを目的とした。渡島半島の農地周辺と森林の2地域を調査地として、ヒグマの糞内容物を分析
し、晩夏（8～9月）の採食物が地域間で大きく異なることが明らかとなった。両地域で自動撮影カメラの画像を
用いてヒグマの栄養状態を評価した結果、農作物を利用する農地周辺のヒグマの方が、晩夏の栄養状態が良好で
あることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated how the body condition of brown bears differs 
depending on whether they consume agricultural crops or not. Analysis of bear fecal contents 
revealed that bear diet in late summer (August-September) differed between two areas on the Oshima 
Peninsula, Hokkaido: one around agricultural lands and the other in forests. In addition, the body 
condition of brown bears in both areas was evaluated using lateral photographs of bears obtained 
from trail cameras, and it was found that brown bears near agricultural lands had better body 
condition in late summer.

研究分野：野生動物学

キーワード： クマ　農作物被害　栄養状態　食性　糞内容物分析　DNA個体識別　画像解析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究により、子グマの死亡率が晩夏に最も高くなることや、母グマの栄養状態がよいほど翌年の繁殖成功率
が高くなることが報告されており、農作物がヒグマの栄養状態を回復させることを明らかにした本研究の成果
は、農作物利用がヒグマの生息密度を高める一因となることを示唆している。今後研究をより発展させることに
よって、ヒグマの個体群動態に影響する要因の解明や、人とヒグマの軋轢の軽減にも大きく寄与することが期待
できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
動物は、人為的な環境変化によって生存に不利な生息地を選択する場合がある。生態学的罠と
呼ばれるこの現象は、個体群衰退の重要なメカニズムの一つとなっている。ヒグマが陥る生態学
的罠としては、農地景観が代表的である。容易に大量に入手できる農作物に誘引されたヒグマは、
農作物被害を引き起こし、被害防止を目的とした有害駆除による高い捕獲圧に晒される。一方で、
ヒグマは農地において、栄養価が高く嗜好性の高い農作物を容易かつ大量に食べることができ
る。農作物が成熟する 8～9月は自然界に食物が少ないためにヒグマの栄養状態が最も悪化する
過酷な季節であり、農作物は重要な栄養源となっている可能性がある。このような、農地景観が
ヒグマに与える正と負の効果は、農地周辺におけるヒグマの生息密度の減少、あるいは増加のい
ずれかにつながる可能性があるが、その実態は未だ明らかでない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、ヒグマの栄養状態が農作物利用の有無によってどのように異なるのかを明らかに
することを目的とした。農作物を利用しないヒグマは、一年のうち 8 月に最も痩せることが報
告されている。一方、農作物を利用するヒグマは、農作物が 8～9月に成熟することから、利用
しないヒグマよりもこの時期の栄養状態が高いのではないかと予測し、検証を行った。 
 
３．研究の方法 
 
北海道南西部の渡島半島に位置する八雲町（農地周辺）および上ノ国町（森林）において調査
を実施した。八雲町の 13地点、上ノ国町の 8地点において、自動撮影カメラ 1～3台を併設した
ヘア・トラップ（体毛を回収する装置）を設置し、6～10月にヒグマの体毛と動画を回収したほ
か、林道にて新鮮なヒグマ糞を回収した。 
 
（１）糞内容物分析による食性解析 
ヒグマの新鮮な糞を採取し、目視推定によって糞の内容物を分析した。また、新鮮糞から DNA
を回収し遺伝子解析を行うことによって、個体識別および性判別を行った。また、実際に農作物
被害が発生した現場の痕跡試料（体毛、糞および食痕の唾液）から DNA を抽出し、遺伝子解析
（マイクロサテライト解析）により個体識別を行った。 
 
（２）画像による栄養状態の評価 
動画から抽出したヒグマの横向き画像を用いて、胴長と胴高をピクセルサイズとして計測し、
その比を栄養状態指標として算出した（図１）。その際、30 分以内に撮影された一連の動画は同
一個体による一度の訪問とみなし、一度の訪問で複数枚の画像が得られた場合は、胴高-胴長比
の中央値を採用した。また、該当個体の体毛から DNA を抽出し遺伝子解析を行うことによって、
個体識別および性判別を行った。 
 
４．研究成果 
 
（１）糞内容物分析による食性解析 
八雲町で 28 試料、上ノ国町で 136 試料のヒグマの糞を採取した。内容物の種類と割合を目視
で推定した結果、初夏（6～7月）は両町とも採食量の 90%を草本が占めていたが、晩夏（8～9月）
の採食物は大きく異なっており、八雲町では農作物が 76%、上ノ国町では堅果・核果が 84%を占
めていた（図２）。上記のうち新鮮な 64 試料の糞について、遺伝子解析による個体識別を行った
結果、八雲町で 2個体（いずれもオス）、上ノ国町で 13 個体（メス 3、オス 10）が識別された。
また、八雲町の農作物被害現場において採取した 118 試料について遺伝子解析による個体識別
を行った結果、6個体（メス 1、オス 5）が識別された。 
 
（２）画像による栄養状態の評価 
八雲町で 19回の訪問から 72 枚、上ノ国町で 73回の訪問から 195 枚のヒグマの横向き画像が
得られた。画像から胴長と胴高の比を算出した結果、両町とも 6月から 8月にかけて栄養状態が
悪化したが、上ノ国町と比較して、八雲町のヒグマの方が 8月に悪化する程度が小さい傾向がみ
られた（図３）。また、両町とも 8月から 10月にかけて栄養状態が回復したが、八雲町のヒグマ
の方が 9月に回復する程度が大きい傾向がみられた。また、八雲町で 138 試料、上ノ国町で 746
試料の体毛を採取し、それらのうち 354 試料を用いて DNA 抽出及びマイクロサテライト 6 座位
による個体識別を行った結果、八雲町で 9個体（メス 4、オス 5）、上ノ国町で 36 個体（メス 22、
オス 14）が識別された。そのうち、6～10月に継続して栄養状態を評価できた個体は、上ノ国町
のメス 1個体のみであった。 



 
図 1．自動撮影カメラにより得られたヒグマの横向き画像の例。胴の長さ（実線）および高さ
（点線）をピクセルサイズとして計測し、その比を栄養状態指標として使用した。例はいずれ
も 9月に撮影されたメスのヒグマ。 

  
図２．糞内容物の季節変化。初夏（6～7月）、
晩夏（8～9 月）、秋（10 月）の採食物に占め
る各食物の割合を示す。括弧内はサンプル数。 

図３．栄養状態の季節変化。ヒグマの一度の
訪問ごとに算出された胴高-胴長比を、撮影さ
れた月ごとに示す。括弧内は訪問回数。 

 
 
（３）まとめ 
本研究では、個体ごとや性別ごとに栄養状態の季節変化パターンを追跡することはできなか
った。しかし、糞内容物および栄養状態には地域差がみられたことから、農作物を利用しない森
林のヒグマと比較して、農作物を利用する農地周辺のヒグマの方が晩夏の栄養状態が良好であ
ることが明らかとなった。先行研究により、子グマの死亡率が晩夏に最も高くなることや、母グ
マの栄養状態がよいほど翌年の繁殖成功率が高くなることが報告されており、農作物がヒグマ
の栄養状態を回復させることを明らかにした本研究の成果は、農作物利用がヒグマの生息密度
を高める一因となることを示唆している。今後の研究で、農作物利用の有無による繁殖率や死亡
率の違いをさらに明らかにすることは、ヒグマの個体群動態に影響する要因の解明や、人とヒグ
マの軋轢の軽減にも大きく貢献すると期待される。 
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